
平成26年度一般会計予算
提出課 福祉課

（款）２．総務費 （項）１．総務管理費 （目）６．諸費

（単位：千円）

事　業　名 戦没者追悼式

国・県支出金 起債 その他 一般財源

374 379 379

（事業内容の説明）

戦没者の霊を弔うとともに、平和への誓いを新たにするため、戦没者追悼式を実施する。

○実施時期：平成26年9月上旬

○実施場所：伯耆町鬼の館 参考：伯耆町戦没者数590柱

（款）３．民生費 （項）１．社会福祉費 （目）１．社会福祉総務費

（単位：千円）

事　業　名

国・県支出金 起債 その他 一般財源

2,979 3,220 3,220

（事業内容の説明）

　【対 象 者】町民（医師から運動の制限を受けていない方）

　【助成方法等】

①個人利用登録者への助成（H25年度同様）

・申請によって、無料券を交付（最大48回分）

②グループ利用登録者への助成（新規）

・2人以上のグループでの申請によって、利用券を交付（最大48回分）

③モニター利用登録者への助成（新規）

・申請によって、無料券を交付（最大96回分）

　【利用施設】岸本温泉ゆうあいパル　温泉プール

・「年度内の残り月数×８回分」の回数券と体重、体脂肪率などを記録する
　健康プール記録カードを交付。使用期限は年度内。
・モニター利用を基部する方は、水中ウオーキングの効果を検証するために
　体重等の記録を必須とする。

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳

・「年度内の残り月数×４回分」の回数券を交付。使用期限は年度内。

温泉プール利用促進健康づくり事業

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳

　町の資源である温泉プールを利用した、町民の自発的・積極的な体力づくりによる健康の
改善・保持・増進を図ることを目的に、岸本温泉ゆうあいパル内温泉プールの無料利用券を
交付する。
　水中では「浮力」によって下半身への負担が少なく、腰痛や関節痛などのトラブルを抱え
た人でも安全に運動することができる。また、水中での運動は、水の抵抗によって歩くだけ
でも相当の運動量になりますので体力づくりに有効で、全身の筋肉が伸びて血行が良くなる
など生活習慣病予防にも適している。

・「年度内の残り月数×４回分」の回数券を交付。使用期限は年度内。

・グループ全員が当初に交付した利用券をすべて使用した場合には、再申請
　により、「残り月数×４回分｝の利用券を交付。
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（款）３．民生費 （項）１．社会福祉費 （目）４．老人福祉費

（単位：千円）

事　業　名

国・県支出金 起債 その他 一般財源

360 300 300

（事業内容の説明）

はり・きゅう・マッサージ施術を受ける高齢者へ、１回1,000円の助成をする。

　【対 象 者】下記の2つに該当する方

１．後期高齢者医療に該当する者。

２．所得税が非課税の者

（款）３．民生費 （項）１．社会福祉費 （目）４．老人福祉費

（単位：千円）

事　業　名

国・県支出金 起債 その他 一般財源

5,099 5,173 5,173

（事業内容の説明）

１．対象者 各年度8月1日現在で77歳以上の者

２．補助額 ①各地区公民館等で敬老会該当者を主とした敬老会を開催する事業

3,500円／人（上限）

②敬老会該当者に対して記念品の配布のみを行う事業

2,000円／人（上限）

３．補助金申請スケジュール

8月上旬 補助金申請

9月上旬 補助金概算交付

9月中旬 各地区にて敬老会事業実施

10月中旬 補助金実績報告

事　業　名

国・県支出金 起債 その他 一般財源

248 268 268

（事業内容の説明）

長寿を祝うため町から贈り物をする。

対象者　 本年度９０歳、１００歳、１０５歳の年齢になる方、及び町内最高齢者の方

　【利用施設】県保健針、灸、マッサージ協会西部に加盟会員施設　

針、灸、マッサージ施術費助成事業

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳

　【助成金額】1,000円／回の助成券交付（１人あたり年12回まで）

敬老会助成事業

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳

　多年にわたり地域社会に尽くした高齢者を敬愛し、地域ぐるみで長寿を祝い、地域の中で
支えあう安心のまちづくりを促進するため、各自治会で行われる高齢者（町内の７７歳以上
の者）の長寿を祝う催し等に係る費用を助成する。

敬老の日贈り物事業

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳
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（款）３．民生費 （項）２．児童福祉費 （目）１．児童福祉総務費

（単位：千円）

事　業　名

国・県支出金 起債 その他 一般財源

2,402 2,400 2,400

（事業内容の説明）

出産を奨励するため、祝金を支給する。

１．対象者 住民基本台帳に登録されている者

２．支給額 出生時に子ども一人につき3万円

（款）３．民生費 （項）２．児童福祉費 （目）６．子育て世帯臨時特例給付金支給費

（単位：千円）

事　業　名

国・県支出金 起債 その他 一般財源

0 13,900 13,894 6

（事業内容の説明）

１．給付対象等

対象児童

基準日 平成26年1月1日（臨時福祉給付金の基準日と同日）

給付額 児童1人あたり10,000円（給付は１回限り）

申請手続 基準日（平成26年1月1日）に住民登録がされている市町村に申請

給付スケジュール（予定）

 H26　4月 ・制度周知、申請スケジュール等広報

 H26　6月 ・平成26年度住民税賦課決定、支給対象者確定

　申請受付、審査、給付事務

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳

　消費税の引き上げに伴う子育て世帯への影響を緩和するとともに、子育て世帯の消費の下支えを
図る観点から、臨時的な給付措置として実施する。
　子育て世帯臨時特例給付金は、臨時福祉給付金と類似の給付金であるため、両方の給付金を支
給することのないよう調整して支給する。

支給対象者

　基準日（平成26 年１月１日）において、平成26 年１月分の児童手当（特例給付を含む。）の受
給者で、平成25 年の所得が児童手当の所得制限額に満たない者

　支給対象者の平成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）の対象となる児童。（臨時福祉
給付金の対象者及び生活保護の被保護者等を除く）

出産祝事業

前　年　度
予　算　額

本　年　度
予　算　額

財源内訳

子育て世帯臨時特例給付金支給事業
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